
官
庁
報
告

平成™˜年˜™月˜日 火曜日 第œ™—œ号官 報

官
庁
事
項

油
濁
防
止
管
理
者
養
成
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
第
十

条
に
基
づ
く
油
濁
防
止
管
理
者
を
養
成
す
る
講
習
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

関
東
運
輸
局
長

神
谷

俊
広

北
海
道
運
輸
局
長

尾
澤

克
之

東
北
運
輸
局
長

木
場

宣
行

北
陸
信
越
運
輸
局
長

後
藤

靖
子

一

講
習
を
実
施
す
る
日
時

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら
午

後
四
時
五
十
分
ま
で

平
成
二
十
二
年
二
月
二
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

講
習
を
実
施
す
る
場
所

関
東
運
輸
局

横
浜
市
中

区
北
仲
通
五
丁
目
五
十
七
番
地

横
浜
第
二
合
同
庁
舎

内
三

講
習
の
対
象
者

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
海
技
士
の
免
許
（
海
技
士
（
航
海
）、
海

技
士
（
機
関
）
の
資
格
に
つ
い
て
の
免
許
に
限
る
。）を

受
け
て
い
る
者
又
は
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
船
舶
職
員
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
を
受

け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
本
講
習
の
受
講
を
希
望
す
る

者
と
す
る
。

四

受
講
申
請
の
手
続
等

受
講
希
望
者
は
、
受
講
申
請

書
を
、
{
関
東
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
掲
載
の
「
平
成
二
十
一
年
度
油
濁
防
止
管
理
者
養
成

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
又

は
|
郵
送
（
郵
送
の
場
合
は
、
八
十
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
下
記
あ
て
請
求
す

る
こ
と
。）に
よ
り
入
手
し
、
同
申
請
書
に
所
要
事
項
を

記
載
の
う
え
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
ま
で
に
下

記
ま
で
提
出
す
る
こ
と
。（
郵
送
の
場
合
は
、
一
月
十
八

日
消
印
の
も
の
ま
で
有
効
と
す
る
。）

五

受
講
申
請
書
様
式
の
請
求
先
お
よ
び
受
講
申
請
書
提

出
先

郵
便
番
号

二
三
一
e

八
四
三
三

横
浜
市
中

区
北
仲
通
五
丁
目
五
十
七
番
地

横
浜
第
二
合
同
庁
舎

内

関
東
運
輸
局

海
上
安
全
環
境
部

船
舶
安
全
環

境
課

電
話
番
号

〇
四
五
（
二
一
一
）
七
二
二
五

三

講
習
の
対
象
者

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
海
技
士
の
免
許
（
海
技
士
（
航
海
）、
海

技
士
（
機
関
）
の
資
格
に
つ
い
て
の
免
許
に
限
る
。）を

受
け
て
い
る
者
又
は
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
船
舶
職
員
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
認
を
受

け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
本
講
習
の
受
講
を
希
望
す
る

者
と
す
る
。

四

受
講
申
請
の
手
続
等

受
講
希
望
者
は
、
直
接
又
は

郵
送
（
郵
送
の
場
合
は
、
八
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。）に
よ
り
受
講

申
請
書
を
左
記
に
請
求
し
、
同
申
請
書
に
所
要
事
項
を

記
載
の
上
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日
ま
で
（
郵
送

の
場
合
は
、
一
月
十
八
日
消
印
の
も
の
ま
で
有
効
と
す

る
。）に
左
記
に
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
の
受
付
は
先
着
順
と
し
、
受
講
申
請
者

の
数
が
会
場
の
収
容
能
力
を
上
回
る
場
合
に
は
、
受
講

者
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

五

受
講
申
請
書
の
請
求
先
及
び
提
出
先

郵
便
番
号

六
五
〇
e

〇
〇
四
二

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
一
番

一
号

神
戸
第
二
地
方
合
同
庁
舎

神
戸
運
輸
監
理
部

海
上
安
全
環
境
部
船
舶
安
全
環
境
課

電
話
番
号

〇

七
八
（
三
二
一
）
七
〇
五
二

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
第
十

条
に
基
づ
く
油
濁
防
止
管
理
者
を
養
成
す
る
講
習
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

中
部
運
輸
局
長

伊
藤

松
博

近
畿
運
輸
局
長

原

喜
信

中
国
運
輸
局
長

原

克
彦

四
国
運
輸
局
長

宮
村

弘
明

九
州
運
輸
局
長

福
本

啓
二

神
戸
運
輸
監
理
部
長

関
元

貫
至

沖
縄
総
合
事
務
局
長

竹
澤

正
明

一

講
習
を
実
施
す
る
日
時

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら
午

後
四
時
五
十
分
ま
で

平
成
二
十
二
年
二
月
二
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で

二

講
習
を
実
施
す
る
場
所

神
戸
運
輸
監
理
部

神
戸

市
中
央
区
波
止
場
町
一
番
一
号

神
戸
第
二
地
方
合
同

庁
舎
内

法

務

再
審
に
よ
る
無
罪
判
決
の
公
示

中
川
裕
規
（
昭
和
四
八
年
七
月
一
八
日
生
）に
対
し
て
、

「
平
成
一
六
年
九
月
一
八
日
京
都
府
八
幡
市
西
山
足
立
二

三
番
地
六
先
道
路
に
お
い
て
、
業
務
上
の
過
失
に
よ
り
林

英
一
ほ
か
六
名
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
」と
の
事
実
に
つ
き
、

略
式
命
令
（
罰
金
一
二
万
円
）
が
確
定
し
て
い
た
が
、
再

審
の
結
果
犯
罪
の
証
明
が
な
か
っ
た
の
で
、
平
成
二
一
年

一
〇
月
一
四
日
無
罪
の
言
渡
し
を
し
た
。

木
津
簡
易
裁
判
所

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
塗
料
製
造
業
最
低
賃
金

（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第

1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
8
3
4円
」
を
「
１
時
間
8
3
8円
」
に

改
め
る
。

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生

産
用
機
械
器
具
、業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金（
平

成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
7
7
9円
」
を
「
１
時
間
7
8
1円
」
に

改
め
る
。

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
7
7
9円
」
を
「
１
時
間
7
8
2円
」
に

改
め
る
。

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示

第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
7
8
2円
」
を
「
１
時
間
7
8
5円
」
に

改
め
る
。

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
計
量
器
・
測
定
器
・
分

析
機
器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
、
医
療
用
機

械
器
具
・
医
療
用
品
製
造
業
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ

製
造
業
、
医
療
用
計
測
器
製
造
業
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示

第
６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
7
7
9円
」
を
「
１
時
間
7
8
1円
」
に

改
め
る
。

栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
栃
木
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低

賃
金
（
平
成
2
0年
栃
木
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同

法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日栃
木
労
働
局
長
安
藤
俊
一

第
４
号
中
「
１
時
間
7
4
8円
」
を
「
１
時
間
7
5
0円
」
に

改
め
る
。

広
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
製
鉄
業
、
鋼
材
、
銑
鉄

鋳
物
、
可
鍛
鋳
鉄
製
造
業
、
そ
の
他
の
鉄
鋼
業
最
低
賃
金

（
平
成
2
0年
広
島
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第

1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月
１
日広
島
労
働
局
長
勝
田
智
明

第
４
号
中
「
１
時
間
8
1
0円
」
を
「
１
時
間
8
1
4円
」
に

改
め
る
。
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